
 

５．年齢別カリキュラム（各年齢の発達と教育のねらい） 

 

平成３０年度に施行される新たな幼稚園教育要領、保育所保育指針及び幼保連携型

認定こども園教育・保育要領では、生きる力の基礎を育むため、教育及び保育の基本

を踏まえ、幼稚園、保育所及び幼保連携型認定こども園において育みたい資質・能力

として、『豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようにな

ったりする「知識及び技能の基礎」』、『気付いたことやできるようになったことなどを

使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする「思考力、判断力、表現力

等の基礎」』及び『心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学び

に向かう力、人間性等」』の３つの資質・能力を一体的に育むように努めるものとする

ということが明記されています。 

また、この３つの資質・能力は、乳児期の３つの視点と幼児期の５つの領域で示さ

れる教育・保育の「ねらい及び内容」に基づく活動全体によって育まれること、さら

に、その活動全体を通して資質・能力が育まれている「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を示しつつ、保育教諭等が指導を行う際に考慮するものであることが明記

されています。 

本章で示す「年齢別カリキュラム」は、これらの新指針・要領で示された育みたい

資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえたうえで、おおむ

ね６か月未満からおおむね５歳までの各年齢における子どもの発達と教育のねらいな

どを育ちの目安として示したものです。 

  

資料１ 



 

＜「育みたい資質・能力及び幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と「門真市就学前教育・保

育共通カリキュラム」の関係＞ 

 

 

 

【めざす子ども像】 

思いを伝えつながる子ども 

心豊かな子ども“いきいき” 健やかな子ども“のびのび” 遊び学ぶ子ども“わくわく” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資質・能力が育まれている幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 

 

健康な 
心と体 

自立心 
道徳性・ 

規範意識の 

芽生え 

数 量 や 図 形 、 
標識や文字など 
への関心・感覚 

協同性 
社会生活 

との関わり 

思考力の 

芽生え 

言葉による 

伝え合い 

豊かな感性 

と表現 

自然との関わり・ 

生命尊重 

【年齢別カリキュラム】 

 

 

健康 
人間関係 環境 

言葉 表現 

【基本理念】 
未来をひらく子どもを育てる 

幼稚園、保育所、認定こども園等において育みたい資質・能力 

知識及び技能の基礎 学びに向かう力、人間性等 
思考力・判断力・ 
表現力等の基礎 

健やかに 

伸び伸びと育つ 

身近なものと関わり 

感性が育つ 

身近な人と 

気持ちが通じ合う 

五つの領域（幼児期） 

三つの視点（乳児期） 

遊びを通しての総合的な指導 


